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はじめに

　戦後、高度経済成長の中で企業の営みは大

規模化し、労働力の多くは企業への就労とい

う形へ移行していったと言える。総務庁の調

査では1960年の雇用労働者（いわゆる雇われ

て働く労働者）は約60％であるが、1980年代

の後半にもなると87％にもなっている。何者

にも雇われず、白分の力で生きていくという

選択肢は間違い無く減少してきている。

　「学級崩壊」「不登校」「引きこもり」「フリ

ーター」。もはや、誰もが知っているこれら

の言葉は、特にバブル経済の崩壊以後に多く

聞かれるようになってきている。90年代後半

から顕著に見られるような、事業再構築（リ

ストラ）による労働条件の悪化は、「働く」と

いう事に対するマイナスイメージをさらに若

者たちに植え付け、従来のような卒業＝就職

といった形は大きく崩れだしている。長期不

況の中で労働はさらに細分化され、いわゆる

終身雇用という形態から、契約社員やパート

労働者のような雇用形態へ移行することで、

企業は更なる合理化を進めている。いよいよ

労働は、必要なときに必要なだけ買われる時

代にはいってきたと言える。現代の若者たち

に見られるような幾つかの現象が、全てこの

ような杜会情勢と関係しているとは言いにく

いが、若者たちの「働く」事に対するイメー

ジが多様化している事は確かである。つまり、

「卒業したら即就職」という杜会へ出て行くと

きのイメージが次第に変化し、卒業から社会

へ出て行くまでの間に、何かの「踏み台」が

無いと杜会への扉を開けない（開かない）若

者が増えてきているのではないか、とも言え

る。

「現代の若者」を一括中川こ論じる事は簡単だが、

これは決して若者だけの問題ではない。戦後

の急速な経済発展により、確かに私たちは物

質的には恵まれてきた。しかし、多くの者が

指摘するように、私たちの豊かさの定義は一

義ではなく、多様である。今、世間を度々賑

わしている青少年が引き起こす事件の数々は、

戦後日本が創り出した「経済大国」の隙間の

中から出ようとするが出られず、もがき苦し

む今の若者たちの姿を象徴的に現している。

こういった事件が発生したとき、何かと本人

や本人の家族の問題として論じがちだが、も

う少し「杜会」の仕組みやあり方、あるいは

制度により支え合えないものかとも思う。

　今回の協同集会の第5分科会でパネラーとし

て発言頂いた4名の方々は、それぞれが、いわ

ゆる企業社会や学歴杜会とは異なる生き方や
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パネリスト

染谷ゆみ（株式会社ユース）

竹嶋身和子（まちづくりとやまミニチャレン

ジショップ実行委員会）

三浦貴広（労協センター事業団）

坂口淳（ニュースタート）

コメンテーター

平塚眞樹（法政大）

細内信孝（コミュニティビジネスネットワーク）

コーディネーター

菊地謙（労協センター事業団）

奥原次郎（労協センター事業団）

桐島次郎（法政大・NP○フォーラムしながわ）

働き方を模索、あるいは実現している若者た

ちである。彼らの報告を聞くと、単に彼らの

生き方が特殊であり、偶然であるとは言いき

れない。むしろ、現代社会が内包する様々な

歪みを的確に捉えているという点においては

必然的な営みであるとも言えよう。

　又、彼らに共通して言えることは、いわゆ

る「地域（コミュニティー）」を活動の土台と

していることである。大多数の要求に対し、

大資本で応え、大きな利益を生み出そうとす

る企業のやり方とは異なり、少数の（ある地

域の、ある世代の）要求に対し、小資本で応

え、それを必要とする人たちの共感を得る方

法を彼らは選択している。そのことは、偶然

に地域の中にビジネスチャンスが有ったのだ

し、たまたま関わったものが地域に密着して

いたと言えば、そうなのかもしれない。しか

し、それだけでは彼らの活動については説明

しきれないように思う。

　福祉、環境、教育の様な、いわゆる「公共」

や「公益」に関わる問題について、全て行政

が責任を負い、担って行くのには財政的にも

政策的にも限界がある。日本でも始まった介

護保険制度は、公益的な仕事を行う機会が民

問にも委ねられた貴重なケースであるが、こ

のような社会保険制度という形態でなくても、

たとえばNPO組織や、利潤を目的としないそ

の他の非営利組織、あるいは市民の白発的な

ボランテイアの集合により、公益や公共につ

いて担える分野は多く存在している。既に欧

米ではこういった企業や行政とは異なる第3の

セクター（日本で言ういわゆる第3セクターと

は異なる）に位置つけられる存在が数多く存

在し、法的な支援を受けながら、杜会の公益

や公共を担っている。

　若者が杜会に出て行く過程において、こう

いったセクターが何かしらの役割を果たし、

支援していける仕組みつくりが出来ないもの

か。一方で、いわゆる企業杜会に矛盾を感じ

ている若者たちが、何か他の働き方をしよう

とした場合、地域（コミュニティー）に関わ

る働き方こそ、社会との関わりを実感でき、

その仕事に「やりがい」を感じることが出き

るのではないかと思う。価値観が多様化し、

混迷する時代の中で、広いエリアの大多数を

対象にしたビジネスや仕事は、現実感に欠け

る。むしろ、より小規模な営みや経済活動こ

そ現実味があり、同時によく知った白分の住

む地域で仕事を創っていくことが「やりがい」

ともなっていくのではないかと思っている。
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分科会報告

　今回の分科会のコーディネートは、NPOフ

ォーラム品川の桐島次郎さんと労協センター

事業団の菊地謙と奥原次郎、準備段階では、

三鷹文化学習協同センターの佐藤洋作さんと

藤井智さん、協同総合研究所の坂林哲雄さん

にもご援助頂いた。又、コメンテーターとし

て法政大学の平塚真樹さんとコミュニテイー

ビジネスネットワークの細内信孝さんにも当

日参加頂いた。

（株）ユーズ　染谷ゆみさん

　一見すると、「下町の元気娘」という彼女だ

が、（株）ユーズの代表取締役という肩書きを

持つ染谷ゆみさん。彼女の語り口は非常に率

直であり、聞いていても清々しさを感じる。

そう、彼女はいたって普通に生きているよう

に見えるのだ。1つの会社を経営しているとい

う責任や重圧はまったく感じられない。表現

が的確かどうかはわからないが、「会社を守る

ために仕事をする」のではなく、「自分のした

いことをして生きている」という印象を受け

る。

彼女の出身は東京都墨田区。現在の活動エリ

アも同じ地域である。学校を卒業後、18歳で

自分探しの旅に出る。行き先はアジア。日本

とはまったく異なる環境の中で様々な経験を

得る。時には命の危険も感じたことがあると

言うことだが、この経験が彼女の価値観を根

底から変えていく。帰国後旅行会社に就職。

海外での勤務もあったそうだが、地元の墨田

区で父親が行っている「廃油回収」の仕事に

改めて「可能性」を感じ始める。会杜を退職

し、

彼女は「廃油回収」に携わって行く。アジア

で自然の大きさに触れ、自然と人間の関係に

ついて考えた時、「環境」という問題が、より

日本では大きな問題だと実感した彼女にとっ

て「廃油の回収」という仕事はまさに「環境」

であり、捜し求めていたものであったのだ。

　ユーズの活動（仕事？）は非常に面白い。

古本や使用済の食用油を回収し、「U’s　Money」

と交換する。この「U’s　Money」は、わかりや

すく言えば商品券のようなもので、指定され

たものと交換できる。福島県にある森を1坪＝

167U’sで「ユーズの森の本屋」や「たかもく」

という本屋で本と交換、さらには廃油を利用

したVDFという軽油代替新燃料とも交換でき

る。又、ユーズから徒歩5，6分のところに

「U’sB肛　あぶらや」という居酒屋も経営して

いるが、そこでの飲食も楽しめる。染谷さん

はこの「U’s　M㎝ey」がもっと気軽に様々なと

ころで使えるようにしたいとのことだ。『墨田

の周辺地域で循環していく「U’s　M㎝ey」が日

本銀行券を媒体とする経済とは異なる形で成

り立ち、地域を活性化していく役割を果たせ

れば』と染谷さんは言う。

　実家の「廃油回収」から様々な取り組みを

仕事として行ってきた染谷さん。いわゆる

「環境」という問題を「問題」として捉えるの

ではなく、自らが生活する地域で、自分が感

じ、実践してきた活動の中身が、結果的とし

て「環境」に取り組む事業だったのだと思う。

彼女の率直で誠実な生き方がそのまま仕事に

反映されているようにも感じた。

まちづくり、とやまミ＝チャレンジショップ

案行委員会　竹嶋身和子さん

　現在、地域の商店街、とりわけ過疎地域に

おける商店街は深刻な問題を抱えている。人

口が都市部へ集中し、地域商店街の消費者の
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減少と、担い手の都市部や他産業への移行が、

商店街に危機的な状況を生み出しているとこ

ろも少なくない。さらに大企業の進出は都市

部にとどまらず、周辺地域にまで及び、競争

力という点でも衰退を余儀なくされる地域も

多い。又、バブル崩壊以後、大企業の周辺地

域からの撤退により、地域経済は廃堀となっ

ており、どう再生して行けるのかが大きな課

題ともなっている。

　そのような中にあって、富山市の中央通り

商店街での取り組みは非常に興味深い。特に

興味深いのは若者の発想がきっかけになって

いて、そこに商店街と自治体の支援がつなが

った事である。又、この取り組みは商店街の

活性化と同時に、若者たちの就労支援策とし

ての役割も果たしている。若者たちが白分の

店を持とうとした場合、人抵は先行資金の問

題や、失敗した時のリスクを考えると、なか

なか前に踏み出せないのが現状である。しか

し、この取り組みは、場所やノウハウを提供

し、一定の支援を行えば、現実に仕事として

行うことも可能であることを証明しており、

若者の就労支援を政策的に行っていくときの1

つの事例としても貴重な取り組みであると言

える。

　今回報告して頂いた、竹嶋さんは、笑顔が

印象的な明るい女性であり、この取り組みの

発案者である。アジア（香港）への旅行時に

小さい店がひしめくショッピングビルを見て、

ひらめいたという。竹嶋さんの実家も富山の

同じ商店街の中にある店舗の1つを経営してい

るが，同商店街も空き店舗が増え、活性化と

いう大きな課題を抱えていた。そんなときの

竹嶋さんと彼女の妹の発案は、自治体と商店

街の共感を得て「運営協議会」の発足となる。

　「フリーク・ポケット」とは幾つかの専門店

が同じビルの中でひしめき合っている1つの空

間である。経営者は若者たちで、1年間に眼り、

月当たり1万円の家賃で商売ができる。その間

経営のノウハウを身につけ、1年後には商店街

の中の空き店舗に入り、独立して行くと言う

仕組みになっている。彼らの商売は不特定の

大多数を相手にしたものではない。むしろあ

る程度、趣味や感性や共有できる範囲内で、

納得のいくまで商品についての理解を深めて

もらいながら購入してもらう。そういった空

間の中には単に「売る」「買う」という関係で

はなく、売る人と買う人の顔の見える関係が

存在している。また、［あいつの居るあの店で

あの商品を売っている1という関係の中で、そ

こに付加価値もついてくる。

　若者たちが何か仕事をしようと思った場合、

本来であれば自分の得意な分野や技術を生か

したいと思うだろう。そんな若者たちの思い

を形に出来る場所が、この「フリーク・ポケ

ット」であり、それを支えているのが自治体

や商店街をはじめとした地域（コミュニティ

ー）であると感じた。竹嶋さん姉妹の提案が

実ったのも、顔の見える、生活の見える関係

の中でこそ実現できたのではないかと思うが

どうだろうか。「竹嶋さんがあそこまでいうん

だから手伝おうか」ということが結構合った

ようにも推測するが、どうだろうか？

労働者協同組合センター事業団

三浦責広さん

　労働者協同組合という存在については、日

本においては未だ一般的とは言えないので、

少し紹介をしたい。労働者協同組合（ワーカ

ーズコープ）は文字通り「働く人たちの協同

組合」である。日本で一般的に協同組合とい

うと生活協同組合や農業協同組合が想起され

るが、労働者協同組合も昨年20周年を迎えて
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いる。日本労働者協同組合の連合会組織には

センター事業団、地域の労働者協同組合、高

齢者協同組合、各種加盟団体を合わせ、130ほ

どの組織が所属している。

　三浦さんの所属するセンター事業団は、全

国に80余りの事業所を持つ全国単一の協同組

合組織である。働く組合員は全国で2000名以

上、非組合員就労者も合わせると3000名近く

になる。現在組織として行っている事業は清

掃、物流、緑化をはじめとして章関連事業、

保育事業など、多方面に渡る。

　これらの事業は主に白治体や医療機関など

の委託業務が中心であるが、今、組織として

最も力を入れているのが、介護福祉の分野で

ある。地域の中で必要とされるサービスを地

域の住民自らが事業として起こして行く取り

組みを進めている。今まで介護という仕事は、

大抵は行政や杜会福祉協議会も含めた特定の

杜会福祉法人がになっていた。しかし、介護

保険制度が始まったことにより、一定の基準

さえ満たすことができれば、誰でも介護の事

業が出来るようになった。労働者協同組合も

地域福祉事業所と言う形で、介護の事業を拡

大している。地域住民が地域住民のままで公

共的な仕事を行えるこの機会に、非営利の協

同組合という形で、利用者本位の質の高い介

護を目指して取り組んでいる。

　三浦さんは現在、東京の三多摩地域で地域

福祉事業に関わっているが、もともとセンタ

ー事業団に入ったきっかけは、プールの監視

員の仕事の募集広告を見て応募したことだと

言う。それまでは、大学を卒業後、レンタル

ビデオ店を友人と共に経営していたが、経営

的にもうまく行っていたにもかかわらず、自

分の将来像のイメージとはなかなか重ならず、

やめてしまう。その後たまたまバイト感覚で

入ったのが、偶然センター事業団だったこと

になる。労働者協同組合に入ってくる人たち

は、最初から理念や構想があって入ってくる

人は実は少なく、大抵は入ってから知るよう

になる。

　一見、動機に必然性が無く、根拠の無い活

動に見える。しかし一方で、現在明確な根拠

は無いが「何か人の役に立ちたい」と思って

いる若者は非常に多い。95年の阪神大震災や

重油流出事故の時に駆けつけた若者たちがそ

のことを象徴している。いわゆる企業社会に

漠然とした矛盾を感じていたり、企業杜会と

いう具体的な形では無いにしろ、なにか杜会

全体のあり方に対し、疑問を感じている若者

は非常に多い。かく言う私もその一人だった

ように、今思えば感じるが、そう思えたのも、

たまたま労働者協同組合に出会ったからだ。

いわゆる活動家から見れば、根拠に欠けるの

であるが、「普通の人が普通に杜会と出会い、

社会のため（公共や公益）に関われる」とい

うことこそ、大事であると思っている。三浦

さんが地域にこだわるのも、実は、地域での

営みがより「人と人との関係」で成り立って

いて、

白分が自分として仕事が出来る場であると言

うことを知っているからなのだと思った。そ

ういった意味で私は三浦さんの報告に非常に

共感した。

NP0法人　＝ユースタート事務局

坂口淳さん

　坂口さんの関わるニュースタートはいわゆ

る「引きこもり」や「不登校」という状況に

ある彼らの杜会参加を支援するNPOである。

今回報告頂いた坂口さん自らも同じ経験を持
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つ。現在坂口さんは、行徳の事業所に居るこ

とが多いが、ここでは介護保険のデイサービ

スセンターとケアプランの作成を行っている。

11月に開所したばかりであるが、ここには他

にも託児所と「何でもお手伝いやさん」が併

設されており、様々な世代が関わり支え合え

る複合的な施設を目指している。ニュースタ

ートの取り組みはいわゆる効率や利潤が目的

ではない。原点には「不登校」や「引きこも

り」といった彼らが杜会に復帰できる仕組み

を作っていきたいという「思い」がある。し

たがって、活動の考え方にしても「これだけ

のお金が欲しいから」ではなく、「活動に必要

な場やサービスを、それを必要としている人

たちや地域で工面する」ということを基本に

おいている。要するに、あくまで活動理念が

重要であって最終目的なのである。

　しかし、それだけでこれだけの施設まで出

来てしまうのだから驚きだが、本来こういっ

た支えあいによる有り方もあっていいのでは

ないかとも感じる。今の社会は何かをしよう

とすると何かとお金が介在し、サービスを提

供する側とそれを利用する側に分断されてし

まうが、ニュースタートの様にお金を介在し

ない有り方や経済の有り方「必要としている

人や共感してくれる人たちで支え合う有り方」

はこれからの杜会を豊かにして行く有り方の

ようにも感じる。坂口さんも含めこれからの

ニュースタートの活動に期待せずにはいられ

ない。

分科会を振り返って

　今回の分科会の準備段階では、現代の若者

が抱える問題についてかなりの時間を取って

議論した。しかし、予想した通り、若者と言

っても多様であり、それぞれの問題が独立し

ておらず、様々な関係性の中で複雑に絡み合

っていることが良くわかる。今回の分科会で

はあえて「地域（コミュニティー）」というこ

とにこだわってみた。今回の4人の地域（コミ

ュニティー）への関わり方や入り方はそれぞ

れの立場や段階によって異なっていたが、そ

れぞれの課題や問題意識の中で共通していた

のは「顔の見える関係」や「顔の見える経済」

の中で目標が見つかったり、問題の解決の糸

口を模索していることだったと思う。そう言

ったことを基本に置きながら、今後それぞれ

の段階に応じてどういった政策が必要なのか

を探って行かなければならないと感じた。

11…o　・　　口　．

竹嶋身和子さん（ミニチャレンジショップ・フリ

ークポケット運営協邊会）

　今回は報告者として参加させてもらし、ました。

参加している人たちの意見をもっと聞し、て、もっ

と討論したかったとし、うのが本音…。夜なべ談義

とし、うのも今後面白いかも知れませんね。とにか

く、このような機会を与えていただきありがとう

こざし、ました。スタッフの皆さん、こ苦労様でした。

　色々なことで活動してし、る人たちがし、るという

ことを知って楽しかった。こうし、う人たちとネッ

トワークがつながっていけば、もっと面白し、こと

が出来るのになあ…、と思し、ました。「集まって・

話して・終わり」ではなく、これからにつなげて

し、く役を協同総研には続けて欲しし、と思います。
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